
は
じ
め
に

今
な
ぜ
？

大
阪
の
老
舗
と
文
化
か
！

郷
土
の
歴
史
文
化
を
勉
強
す
る
時
に
、
そ
の
地
に
根
づ
く
老
舗
を
み
る
と
、
歴

史
文
化
の
面
だ
け
で
な
く
政
治
経
済
や
住
民
暮
ら
し
の
面
か
ら
も
、
新
し
い
こ
と

が
見
つ
か
り

地
域
社
会
の
全
体
が
鳥
瞰
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
伝
統
経
済
学
は
文
化
の
違
い
を
無
視
し
て
き
た
。
あ
ま
り
に
文
化
の
概

念
は
多
様
な
要
素
を
も
つ
た
め
経
済
を
説
明
で
き
な
い
と
考
え
て
き
た
の
で
あ

る
。一

方
、
二

世
紀
末
か
ら
の
行
動
経
済
学
は
、
文
化
差
の
影
響
を
考
慮
し
て
心

理
学
デ
ー
タ
な
ど
定
性
情
報
、
主
観
的
要
素
も
取
り
入
れ
て
、
経
済
の
原
因
と
結

果
を
分
析
し
て
い
る
。

本
論
も
こ
の
説
に
立
脚
し
て
、
地
域
社
会
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。全

国
の
老
舗
（

創
業
後
百
年
以
上
で
現
在
も
営
業
し
て
い
る
商
店
・
会
社
）

に
つ
い
て
永
続
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
繁
盛
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
調
査
研
究
し

て
い
く
に
あ
た
り
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
老
舗
出
現
率
二
二
年
七
月
（
そ
の
地

域
の
事
業
所
数
に
占
め
る
老
舗
の
存
在
比
率
）
と
朝
日
新
聞
社
の
民
力
度
二
三
年

七
月
、
そ
し
て
法
政
大
学

坂
本
光
司
教
授
の
ま
と
め
ら
れ
た
幸
せ
度
二
三
年
十

一
月
（
府
県
別
の
生
活
レ
ベ
ル
を
表
わ
す
。
平
成
二
三
年
十
二
月
二
六
日

日
本

経
済
新
聞
）
の
三
つ
の
指
標
（
図
表

）
を
つ
き
あ
わ
せ
る
と
お
も
し
ろ
い
仮
説

が
で
て
く
る
。（
老
舗
学
レ
ポ
ー
ト

老
舗
学
研
究
会

平
成
二
四
年
九
月
）

大
阪
の
老
舗
と
文
化

く
ら
わ
ん
か
文
化
の
町
・
枚
方
の
事
例

前

川

洋
一
郎



図
表

の
通

り
、
府
県
別
に
並

べ
る
と
ベ
ス
ト

は
福
井
に
は
じ
ま

り
、
島
根
、
富

山
、
石
川
…
と
概

ね
日
本
海
側
の
府

県
が
多
い
の
で
あ

る
。
必
ず
し
も
大

都
市
を
有
す
る
府

県
が
上
位
と
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
大
阪

は
、
老
舗
出
現
率

三
八
位
、
一
・
四
七
％
、
幸
福
度
四
七
位
、
民
力
三
七
位

九
五
・
四
、
順
位
合

計
は
四
四
位
で
、
四
七
府
県
中
、
下
か
ら
四
位
で
あ
る
。

仮
説
と
し
て
は
、
図
表

の
通
り
、
歴
史
文
化
、
政
治
経
済
、
そ
し
て
住
民
暮

ら
し
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が
バ
ラ
ン
ス
と
れ
て
い
る
と
こ
ろ
ほ
ど
、
老
舗
出
現
率

は
高
い
。

と
い
う
こ
と
は
老
舗
が
元
気
な
地
域
は
、
総
合
的
に
幸
せ
な
地
域
と
い
え
る
。

即
ち
老
舗
は
、
地
域
の
幸
せ
の
ア
ン
テ
ナ
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
逆
に
地
域
は
老

舗
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
、
近
場
で
土
地
勘
の
あ
る
大
阪
府
下

に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
し
ぼ
り
、

大
阪
の
老
舗
と
文
化

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
お
こ

し
、
二
三
年
六
月
か
ら
二
五
年
三
月
ま
で
の
期
間
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

参
考
迄
に
、
直
近
の
大
阪
府
下
の
老
舗
の
現
状
を
お
さ
ら
い
す
る
と
、
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
調
べ
（
二

一
一
年
十
二
月
十
六
日
現
在
）
で
所
在
と
営
業
中
の

確
認
が
で
き
る
老
舗
は
、
一
二
六

社
あ
り
、
出
現
率
は
一
・
四
七
％
で
あ
る
。

大
阪
府
下
の
民
営
事
業
所
数
が
約
四
五
万
社
あ
る
こ
と
か
ら
逆
算
す
る
と
、
大
阪

に
老
舗
が
約
六
六

社
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

一
二
六

社
の
内
訳
は
、
大
阪
市
内
六
一
％
、
堺
市
内
七
％
、
府
下
三
二
％

で
、
大
阪
市
の
パ
ワ
ー
が
大
き
い
。
年
代
別
に
は
江
戸
以
前
の
創
業
が
一

％
、

明
治
以
降
が
九

％
で
、
他
府
県
と

比
べ
て
特
に
関
ヶ
原
以
前
、
創
業
後

四
百
年
以
上
の
老
舗
が
少
な
い
。
業

種
別
に
は
第
二
次
三
九
％
、
第
三
次

六
一
％
で
、
流
通
サ
ー
ビ
ス
が
多

い
。
そ
し
て
、
売
上
規
模
、
株
主
構

成
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
中
小
企
業
で

あ
り
、
同
族
企
業
で
あ
る
。

こ
こ
で
対
象
と
す
る
文
化
は
、
芸

術
だ
け
で
な
く
産
業
技
術
、
社
会
組

織
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
の
価
値

観
を
含
め
て
、
多
様
な
概
念
で
と
ら

図表

図表
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図表 府県別老舗出現率と幸福度・民力の相関

（ 社）（ ％）

老舗出現率 幸福度 民 力
順位合計

（ 年 月） 社 数 ％ （ 年 月） （ 年 月）
京 都 （ 社） 福 井 福 井 福 井
島 根 （ 社） 富 山 山 梨 島 根
山 形 （ 社） 石 川 東 京 富 山
新 潟 （ 社） 鳥 取 島 根 石 川
滋 賀 （ 社） 佐 賀 富 山 長 野
長 野 （ 社） 熊 本 石 川 鳥 取
福 井 （ 社） 長 野 長 野 三 重
三 重 （ 社） 島 根 徳 島 山 形
富 山 （ 社） 三 重 山 形 新 潟
福 島 （ 社） 新 潟 鳥 取 香 川
石 川 （ 社） 滋 賀 秋 田 徳 島
奈 良 （ 社） 香 川 高 知 佐 賀
鳥 取 （ 社） 岐 阜 香 川 山 梨
香 川 （ 社） 山 梨 山 口 滋 賀
徳 島 （ 社） 大 分 岡 山 山 口
佐 賀 （ 社） 山 口 三 重 岡 山
秋 田 （ 社） 徳 島 大 分 岐 阜
岩 手 （ 社） 広 島 新 潟 岩 手
和歌山 （ 社） 山 形 佐 賀 大 分
岡 山 （ 社） 静 岡 群 馬 秋 田
長 崎 （ 社） 愛 知 岩 手 栃 木
静 岡 （ 社） 岩 手 愛 知 福 島
岐 阜 （ 社） 長 崎 岐 阜 静 岡
茨 城 （ 社） 岡 山 愛 媛 熊 本
山 梨 （ 社） 群 馬 和歌山 京 都
山 口 （ 社） 栃 木 滋 賀 和歌山
栃 木 （ 社） 福 島 栃 木 愛 知
兵 庫 （ 社） 愛 媛 宮 崎 長 崎
宮 城 （ 社） 宮 崎 広 島 広 島
愛 媛 （ 社） 茨 城 鹿児島 群 馬
熊 本 （ 社） 奈 良 静 岡 愛 媛
高 知 （ 社） 和歌山 青 森 東 京
愛 知 （ 社） 千 葉 京 都 奈 良
広 島 （ 社） 神奈川 北海道 高 知
大 分 （ 社） 鹿児島 福 島 茨 城
群 馬 （ 社） 宮 城 長 崎 宮 崎
青 森 （ 社） 秋 田 大 阪 宮 城
大 阪 （ 社） 東 京 宮 城 鹿児島
千 葉 （ 社） 福 岡 熊 本 青 森
福 岡 （ 社） 青 森 奈 良 兵 庫
埼 玉 （ 社） 沖 縄 茨 城 千 葉
東 京 （ 社） 京 都 福 岡 福 岡
鹿児島 （ 社） 北海道 兵 庫 北海道
宮 崎 （ 社） 埼 玉 沖 縄 大 阪
北海道 （ 社） 兵 庫 埼 玉 神奈川
神奈川 （ 社） 高 知 千 葉 埼 玉
沖 縄 （ 社） 大 阪 神奈川 沖 縄



え
て
い
る
。
従
っ
て
、
老
舗
が
百
年
以
上
前
の
企
業
を
対
象
と
す
る
か
ら
、
文
化

も
一
世
紀
前
よ
り
地
域
の
社
会
と
生
活
に
根
づ
い
て
い
る
伝
統
文
化
や
イ
ン
フ
ラ

と
の
関
連
か
ら
上
げ
て
み
る
。
即
ち
、
食
・
水
・
芸
能
・
工
芸
も
の
づ
く
り
な
ど

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
阪
の
老
舗
実
態
の
中
で
、
第
一
回
は
北
河
内
の
枚
方
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
て
、
探
っ
て
み
る
。

枚
方
の
地
勢
と
現
状

枚
方
市
は
西
に
関
西
の
母
な
る
淀
川
が
流
れ
、
東
に
奈
良
と
境
を
わ
け
る
生
駒

山
系
が
連
な
る
。
北
に
は
く
ず
は
（
地
区
物
件
に
よ
っ
て
樟
葉
と
楠
葉
の
漢
字
が

使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
）
と
交
野
原
（
現
在
の
く
ず
は
よ
り
北
方
面
）
が
あ
り
、

平
安
時
代
に
は
京
の
公
家
が
鷹
狩
り
や
花
見
に
遊
ん
だ
と
い
う
。
天
の
川
は
七
夕

伝
説
で
も
有
名
で
あ
る
。
南
は
大
阪
に
向
っ
て
河
内
木
綿
、
河
内
蓮
根
で
有
名
か

つ
肥
沃
な
農
村
地
帯
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

ち
ょ
う
ど
京
都
と
大
阪
の
中
間
に
位
置
し
、
枚
方
八
景
を
自
慢
す
る
ほ
ど
自
然

に
恵
ま
れ
た
丘
陵
田
園
都
市
で
あ
る
。

日
本
最
古
の
古
事
記
・
日
本
書
紀
に
登
場
す
る
難
解
な
地
名
の
一
つ
で
あ
る
。

河
内
国
茨
田
郡
と
交
野
郡
が
中
心
と
な
っ
て
で
き
た
町
で
あ
る
。

今
や
市
制
施
行
六
五
周
年
で
あ
る
。
大
阪
府
下
で
は
、
大
阪
市
・
堺
市
の
政
令

指
定
都
市
を
除
い
た
三
一
都
市
の
中
で
人
口
四
一
万
人
で
二
位
、
面
積
六
五
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
六
位
の
中
堅
衛
星
大
都
市
で
あ
る
。

産
業
は
、
農
業
産
出
額
が
同
様
に
政
令
指
定
都
市
を
除
い
て
府
下
で
一

位
で

あ
る
。
工
業
製
品
出
荷
額
と
商
店
年
間
販
売
額
及
び
民
営
事
業
所
数
は
四

五
位

に
ラ
ン
ク
す
る
。
民
力
も
豊
か
な
都
市
で
あ
る
。

枚
方
の
歴
史
と
文
化

古
代
か
ら
中
世

東
西
和
漢
の
往
来
と
文
化
の
融
合
促
進

枚
方
の
町
は
歴
史
的
に
は
、
五

七
年
継
体
天
皇
が
樟
葉
宮
で
即
位
さ
れ
た
こ

と
を
は
じ
ま
り
と
し
て
い
る
の
で
、
約
千
五
百
年
の
歴
史
で
あ
る
。

四
世
紀
末
に
日
本
に
漢
字
と
儒
教
を
伝
え
た
王
仁
博
士
の
墓
が
、

長
尾
駅

近
く
の
王
仁
公
園
に
あ
る
。
七
五

年
に
は
、
朝
鮮
王
族
の
子
孫
・
百
済
王
が

建
立
し
た
と
さ
れ
る
百
済
寺
跡
が
京
阪
交
野
線
宮
之
阪
駅
近
く
に
あ
る
。

中
世
に
平
安
貴
族
の
遊
猟
地
で
あ
っ
た
こ
と
と
あ
わ
せ
る
と
、
枚
方
は
早
く
か

ら
大
陸
の
外
来
文
化
と
京
の
王
朝
文
化
が
融
合
し
て
で
き
た
、
ま
た
そ
の
触
媒
の

役
割
を
果
た
し
て
き
た
町
と
想
像
で
き
る
。

戦
国
か
ら
近
世

水
陸
の
交
錯
・
情
報
の
交
流
と
お
も
て
な
し
文
化

戦
国
時
代
に
な
る
と
浄
土
真
宗
の
お
寺
が
多
く
で
き
寺
内
町
が
で
き
あ
が
っ

た
。
秀
吉
の
重
臣
が
枚
方
城
を
つ
く
り
城
下
町
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
頃

よ
り
京
・
奈
良
・
大
阪
・
対
岸
の
摂
津
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
て

い
っ
た
。

江
戸
時
代
に
は
、
幕
府
よ
り
岡
新
町
、
岡
町
、
三
矢
町
、
泥
町
が
京
と
大
阪
を
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結
ぶ
京
街
道
の
枚
方
宿
の
指
名
を
う
け
、
さ
ら
に
東
海
道
五
三
次
が
京
街
道
を
加

え
て
五
七
次
と
な
る
に
お
よ
ん
で
、
枚
方
は
五
六
番
目
の
宿
場
町
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。（
写
真

）

一
七
一
九
（
享
保
四
）
年
に
は
、
朝
鮮
国
王
か
ら
徳
川
将
軍
家
へ
の
朝
鮮
通
信

使
が
枚
方
宿
を
通
過
し
て
い
る
。
一
八
二
六
（
文
政
九
）
年
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
軍

医
シ
ー
ボ
ル
ト
が
枚
方
宿
を
明
光
風
靡
な
遊
興
地
と
し
て
記
述
し
て
い
る
。

京
の
伏
見
と
大
坂
天
満
橋
の
八
軒
家
を
結
ぶ
淀
川
を
利
用
し
た
舟
運
の
中
継
港

と
し
て
も
栄
え
た
の
で
あ
る
。

落
語
や
東
海
道
中
膝
栗
毛
に
は
三
十
石
船
に
近
づ
き
、
弁
当
や
お
酒
を
お
も
し

ろ
お
か
し
く
柄
悪
く
売
り
こ
む
く
ら
わ
ん
か
舟
の
活
躍
が
で
て
く
る
。（
写
真

）こ
の
頃
、
陸
運
を
に
な
う
枚
方
を
通
る
街
道
は
十
一
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

（
ひ
ら
か
た
第
七
六
号

宿
場
町
枚
方
を
考
え
る
会

二
四
年
十
月
二
一
日
号
）

一
八

年
代
前
半
の
天
保
年
間
に
は
、
約
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
街
道
筋
の

旅
籠
と
浜
側
の
舟
宿
を
あ
わ
せ
る
と
七

軒
ほ
ど
が
林
立
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。そ

の
中
で
、
一
五

年
代
後
半
の
天
正
年
間
創
業
の
鍵
屋
は
吉
川
家
か
ら
高

島
家
へ
と
承
継
し
、
舟
宿
、
旅
館
、
料
亭
と
永
続
繁
盛
し
て
き
た
が
、
一
九
九
七

（
平
成
九
）
年
に
閉
鎖
さ
れ
、
一
八
一
一
（
文
化
八
）
年
建
造
の
母
屋
と
共
に
、

現
在
は
枚
方
市
立
鍵
屋
資
料
館
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
京
街
道
に
面
し
た
表

は
、
通
行
旅
人
の
湯
茶
接
待
を
し
、
浜
側
の
裏
は
三
十
石
舟
の
お
客
を
ひ
き
舟
に

の
り
か
え
招
き
い
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
水
陸
両
用
と
い
う
か
水
運
と
陸

運
の
接
合
で
あ
る
。（
写
真

）

旧
街
道
跡
を
歩
く
と
道
筋
の
常
夜
灯
は
一
八

一
（
享
和
元
）
年
と
あ
る
。
枚

方
市
駅
前
の
路
地
の
角
に
は
一
八
二
六
（
文
政
九
）
年
の
道
標
が
建
っ
て
い
る
。

そ
の
間
に
は
虫
籠
窓
、
黒
い
格
子
戸
、
そ
し
て
老
舗
名
刹
が
あ
り
、
今
昔
の
ド
ラ

マ
を
再
現
し
て
く
れ
る
。

地
勢
が
う
み
だ
し
た
水
陸
交
錯
に
よ
る
人
の
往
来
の
激
し
さ
は
、
東
西
の
情
報

交
流
を
す
す
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
枚
方
は
近
世
よ
り
、
鍵
屋
の
よ
う
な
水

陸
両
用
の
旅
館
と
く
ら
わ
ん
か
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
、
開
放
的
で
誰
し
も
を
歓

迎
し
送
り
だ
す
お
も
て
な
し
の
文
化
が
芽
生
え
た
の
で
あ
る
。

近
代
か
ら
戦
前
・
戦
後

里
山
と
町
の
共
存
、
も
の
づ
く
り
文
化

里
山
の
穂
谷
と
津
田
で
は
一
八
世
紀
か
ら
続
く
河
内
そ
う
め
ん
が
白
く
て
質
が

よ
い
と
評
判
で
あ
る
。
往
時
は
五

軒
近
く
あ
り
、
農
閑
期
の
副
業
と
し
て
栄
え

た
が
、
手
づ
く
り
の
コ
ス
ト
高
と
地
産
地
消
の
限
界
も
あ
っ
て
、
後
継
困
難
で
あ

る
。
穂
谷
で
は
本
年
最
後
の
一
軒
が
廃
業
と
な
り
、
津
田
で
は
藤
井
米
穀
店
が
市

の
研
修
制
度
を
う
け
て
独
自
で
販
売
し
て
い
る
。（
写
真

）

河
内
平
野
で
は
江
戸
時
代
よ
り
木
綿
が
有
名
で
、
近
代
に
入
り
、
メ
リ
ヤ
ス
繊

維
工
業
が
発
達
し
た
。
そ
の
た
め
動
力
源
の
水
車
小
屋
に
は
じ
ま
り
機
械
づ
く

り
、
そ
し
て
東
大
阪
の
下
請
産
業
も
育
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
数
多
く
の
紡
績
工
業
も
大
手
に
収
れ
ん
し
、
化
繊
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の

切
換
で
消
滅
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
今
は
秋
に
枚
方
市
駅
周
辺
で
三
百
年
つ
づ

く
ふ
と
ん
太
鼓
巡
行
の
祭
に
往
時
が
し
の
ば
れ
る
。



工
業
技
術
で
あ
る
鋳
物
産
業
は
、
大
和
朝
廷
の
お
ひ
ざ
も
と
で
あ
る
河
内
国
よ

り
発
達
し
た
重
要
な
工
業
技
術
で
あ
り
、
全
国
に
流
れ
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
根
源
と
も
い
え
る
の
が
、
北
河
内
で
唯
一
の
鋳
物
師
で
あ
っ
た
田
中
家
で
あ

る
。
昭
和
四

年
頃
、
閉
業
し
、
今
は

藤
阪
駅
近
く
で
、
枚
方
市
立
旧
田
中

家
鋳
物
民
俗
資
料
館
と
な
っ
て
い
る
。

お
酒
は
ど
の
地
方
を
訪
ね
て
も
土
着
産
業
と
し
て
永
続
繁
盛
し
て
お
り
、
老
舗

の
酒
蔵
は
多
い
。
し
か
し
近
年
、
酒
類
の
多
様
化
と
愛
飲
人
口
の
減
少
な
ど
で
淘

汰
が
す
す
ん
で
い
る
。

枚
方
に
お
い
て
も
地
酒
の
酒
蔵
は
江
戸
時
代
に
は
約
二

軒
あ
っ
た
が
、
昭
和

五

年
代
に
は
五
軒
に
ま
で
に
減
り
、
最
後
の
一
軒
と
な
っ
た
の
が
、
江
戸
末
期

の
創
業
と
い
わ
れ
る
重
村
酒
造
醸
所
で
あ
る
が
、
今
年
三
月
末
で
廃
業
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
も
の
づ
く
り
産
業
は
、
枚
方
の
自
然
資
源
と
地
の
利
、
水
の
利
を
い

か
し
て
う
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
に
入
り
、
枚
方
は
一
時
、
河
内
県
に
入
っ
た
り
、
堺
県
に
入
っ
た
り
す
る

が
、
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年

大
阪
府
と
な
り
落
ち
着
い
た
。
一
八
九
八
年

旧
国
鉄
片
町
線
（
現

学
研
都
市
線
）
一
九
一

年

京
阪
電
車
が
開
通

し
、
陸
交
通
の
主
役
が
交
替
し
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
と
大
資
本
大
企

業
に
よ
る
本
格
的
な
工
場
生
産
が
す
す
む
に
つ
れ
、
枚
方
の
も
の
づ
く
り
伝
統
文

化
は
衰
退
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
か
ら
現
在

戦
後
は
京
阪
の
中
間
位
置
を
い
か
し
た
工
業
団
地
と
住
宅
団
地
の
造
設
、
戸
建

住
宅
地
の
開
墾
で
衛
星
工
業
都
市

兼

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
夜
間
人
口
が
増
大
し
、
市
民
に
は
寝
泊
ま
り
意
識
が
充
ま
ん
し
、

旧
市
民
と
新
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
文
化
融
合
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

枚
方
の
老
舗
の
今
と
昔

こ
こ
で

で
述
べ
た
推
察
に
つ
い
て
、
老
舗
の
実
態
か
ら
検
証
し
て
み
よ
う
。

冒
頭

は
じ
め
に

で
紹
介
し
た
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
資
料
を
み
る
と
、
枚

方
市
の
老
舗
は
調
査
当
初
十
一
社
で
出
現
率
（
二

一
一
年
十
二
月
十
六
日
現

在
）
は
、
全
国
一
・
九
八
％
や
大
阪
一
・
四
七
％
に
比
べ
て
少
な
い

・
六
％

（
一
一
社

一
八
三
二
社
）
で
あ
る
。

内
訳
を
み
る
と
、
業
種
は
第
二
次
が
三

％
、
第
三
次
が
七

％
で
、
田
園
街

道
地
帯
の
文
化
を
い
か
し
た
老
舗
は
み
ら
れ
な
い
。
創
業
年
は
全
て
が
明
治
期
で

あ
り
、
江
戸
以
前
の
老
舗
が
ヒ
ッ
ト
し
て
こ
な
い
。
資
本
金
、
従
業
員
数
で
は
全

て
が
同
族
の
中
小
企
業
で
あ
る
。

筆
者
の
経
験
的
推
測
と
枚
方
の
歴
史
文
化
を
み
る
に
つ
け
、
上
記
の
デ
ー
タ
で

は
不
十
分
で
は
な
い
か
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。
枚
方
市
の
民
営
事
務
所
数
は
一

万
二
三
五
（
二

一
一
年
民
力
）
で
あ
り
、

・
六
％
か
ら
逆
算
す
る
と
、
六

数
社
の
老
舗
が
存
在
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。
や
は
り
犬
も
歩
け
ば
な
ん
と
か
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で
、
街
を
歩
き
、
図
書
を
調
べ
、
古
老
に
取
材
す
る
と
新
た
に
老
舗
が
み
つ
か
っ

て
き
た
の
で
あ
る
。

先
ず
、
明
治
か
ら
江
戸
に
か
け
て
の
商
品
広
告
の
チ
ラ
シ
で
あ
る

引
札

の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
あ
た
っ
て
み
た
。

枚
方
で
天
保
年
間
か
ら
大
喜
と
い
う
旅
籠
を
営
み
、
明
治
に
は
大
宗
と
い
う
質

舗
に
転
じ
た
宮
田
家
が
収
集
し
て
い
た
引
札
が
、
現
在
四
條
畷
の
池
田
屋
に
保
存

さ
れ
て
い
る
（

明
治
の
チ
ラ
シ
広
告

大
阪
・
枚
方
の
引
札

藤
本
毅

東
方
出

版

一
九
九

年
）。
そ
の
う
ち
枚
方
地
区
は
一
一
六
枚
六
四
店
分
が
あ
る
。
主

な
業
種
は
菓
子
六
、
回
漕
五
、
魚
五
、
問
屋
四
、
酒
四
、
青
物
四
、
料
理
三
で
あ

る
。
そ
の
内
、
三

店
の
所
在
地
と
子
孫
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
現
在
も
商
売

を
永
続
さ
れ
て
い
る
の
は
、
塩
熊
商
店
、
八
幡
屋
、
大
黒
屋
、
佐
野
商
店
、
呼
人

堂
の
五
社
（
詳
細
は
の
ち
ほ
ど
紹
介
す
る
）
で
あ
る
。

一
一
六
枚
の
引
札
を
み
る
と
、
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
枚
方
の
に
ぎ
わ
い

が
伝
わ
っ
て
く
る
。
あ
ら
た
め
て
収
集
・
保
存
・
分
析
・
公
開
に
尽
力
さ
れ
た
関

係
者
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

さ
ら
に
、
町
中
を
歩
き
、
こ
こ
は
老
舗
で
は
な
い
か
と
と
び
こ
む
と
、

そ
う

で
す

と
答
え
る
店
が
あ
る
。
結
果
知
り
得
た
老
舗
を
一
覧
に
ま
と
め
る
と
図
表

の
通
り
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
二
一
社
と
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
。
老
舗
出
現

率
は
一
・
一
五
％
と
な
る
。
こ
の
中
で
お
菓
子

お
酒

食
料
品
の
店
は

街
道

筋
を
中
心
に
九
社
あ
り

お
も
て
な
し
文
化
の
片
り
ん
を
う
か
が
わ
せ
る

一
方
、
調
査
中
の
こ
の
一
年
間
に
連
絡
が
つ
か
な
か
っ
た
り
、
閉
鎖
の
ニ
ュ
ー

ス
が
入
っ
て
き
た
店
に
つ
い
て
は
、
遺
憾
乍
ら
リ
ス
ト
か
ら
削
除
し
た
。
中
瀬
呉

服
店

光
産
業
、
重
村
酒
蔵
、
料
亭
魚
慶
、
穂
谷
そ
う
め
ん
で
あ
る
。

又
、
食
文
化
関
連
で
は
、
一
九
五
一
年
発
行
の
枚
方
市
史
に
枚
方
名
物
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
新
町
の
ま
く
ら
や
の
ま
ん
じ
ゅ
う
、
三
矢
の
箒
屋
の
手
打
ち
う

ど
ん
や
山
長
の
鮨
な
ど
は
、
今
日
、
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
歴

史
の
根
源
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
が
、
名
物
出
口
団
子
を
売
る
遠
州
屋
が
あ
る
。

逆
に
大
阪
の
小
倉
屋
の
別
家
か
ら
さ
ら
に
独
立
し
て
枚
方
に
う
つ
っ
て
き
た
小

倉
屋
昆
布
食
品
く
ら
こ
ん
や
食
農
園
の
杉
五
兵
衛
を
は
じ
め
、
グ
ル
メ
食
育
の
店

が
新
興
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
食
文
化
の
変
化
を
感
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。

水
、
旅
の
文
化
関
連
で
は
、
本
陣
跡
や
脇
本
陣
跡
は
あ
る
も
の
の
、
鍵
屋
の
閉

鎖
、
旅
館
大
川
の
閉
店
は
さ
び
し
く
、
さ
ら
に
水
関
連
の
老
舗
も
み
つ
け
る
の
に

骨
が
折
れ
る
。

し
か
し
、
京
阪
電
車
経
営
の
ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
（
ひ
ら
パ
ー
）
が
創
業
百
年
で

ロ
ー
カ
ル
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て
健
在
で
あ
り
、
後
継
難
の
菊
人
形
も
百
年
の
歴

史
を
守
る
べ
く
旧
街
道
筋
の
各
戸
が
地
域
の
学
校
と
連
携
し
て
菊
鉢
植
を
展
示
し

て
、
人
の
眼
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

そ
し
て
、
枚
方
出
身
の
カ
ル
チ
ャ
ー
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ

は
枚
方
の
老
舗
・
土
木
建
築
請
負
業
増
田
組
の
子
孫
が
第
二
創
業
で
お
こ
し
た

も
の
で
あ
る
。
遊
の
文
化
は
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
主
な
事
例
）

枚
方
市
駅
を
お
り
て
旧
街
道
に
入
る
と
す
ぐ
に
眼
に
入
る
の
が
、
北
村
味
噌
醸

造
場
の
北
村
本
家
で
あ
る
。
一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
創
業
で
、
大
阪
天
満
橋



よ
り
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
に
枚
方
へ
う
つ
っ

て
き
た
。
現
在
は
五
代
目
で
あ
る
。（
写
真

）

地
元
な
ら
で
は
の
河
内
三
昧
枚
方
の
土
着
み
そ

屋
と
し
て
枚
方
の
家
庭
の
味
を
守
っ
て
い
く
。
菊

人
形
み
そ
が
自
信
作
で
あ
る
。
同
じ
も
の
で
は
な

く
、
美
味
し
い
も
の
を
つ
く
る
こ
と
に
こ
だ
わ

る
。
し
か
し
、
よ
い
も
の
だ
け
を
つ
く
っ
て
い
て

食
っ
て
い
け
る
か
、
も
う
け
る
だ
け
で
良
い
も
の

を
つ
く
れ
る
か
、
を
日
々
念
じ
な
が
ら
自
分
の
店

を
守
り
、
結
果
と
し
て
お
客
さ
ん
に
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
ウ
ソ
を
つ
か
な
い
老
舗
を
め
ざ
し
た
い

と
い
う
。

そ
の
隣
が
和
菓
子
の
呼
人
堂
で
あ
る
。
一
九

七
（
明
治
四

）
年
に
初
代
が
京
都
の
虎
屋
で
修

業
し
て
独
立
し
た
の
で
あ
る
。
今
は
四
代
目
で
あ

る
。
当
初
は
ま
ん
じ
ゅ
う
屋
、
戦
後
か
ら
ど
ら
や

き
一
本
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
味
で
人
を
呼
び
寄

せ
る
店
を
め
ざ
し
て
、

声
無
く
し
て
人
を
呼

ぶ

か
ら
店
名
を
つ
け
た
。
宮
中
の
目
録
か
ら
名

前
を
と
っ
た
あ
か
つ
き
・
暁
は
枚
方
の
名
菓
と
い

わ
れ
て
い
る
。
一
子
相
伝
で
一
つ
一
つ
を
真
心
こ

め
て
つ
く
っ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
北
海
道
十
勝

図表 枚方の老舗一覧（ 社）
年 月 日現在

創業年 社名 事業・商品

寛永年間 阿み彦 くずは店 うなぎ割烹（昭和 年代に大阪北浜より転入）

享保年間 塩熊商店
創業時塩の販売

現在、建築資材、金物、荒物、陶器、建築工事

年頃 元禄頃 八幡屋 食料品、酒類販売

年代 天保年間 大黒屋 創業時旅館 世紀末菓子屋に転業

明治 多田製茶 茶類卸小売

明治 北村味噌 味噌製造販売 年大阪より枚方へ転入

明治 岡部木材 建築資材

明治 ワインハウスサノヤ 酒類販売、レストラン

明治 藤井米穀店 食品 河内そうめん

明治 アクセス 新聞小売

年後半 明治中頃 松本スポーツ スポーツ用品

（江戸期 布類・明治期 米屋）

明治 初田製作所 消火器具装置製造

年京都より大阪を経て転入

明治 ユニオンケミカー プリンタサプライ品、文具事務用品製造販売

明治 呼人堂 和菓子

明治 谷村工務店 建築工事業

明治 笠井商店 日用品雑貨製造卸

大正元 かねまた運輸倉庫 一般貨物自動車運送

大正元 ひらかたパーク

（ひらパー）

テーマパーク（京阪電気鉄道）

年頃 明治末 大西工芸社 舞台装置・展示設備

年代 明治末 中薮湖山堂 印章印刷

年代 大正初 巴堂 和菓子製造販売、くらわんか餅
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産
の
小
豆
百
パ
ー
セ
ン
ト
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
も
う
け
る
前
に
お
客
さ
ま
の
心

を
つ
か
む
こ
と
が
大
切
と
代
々
言
い
伝
え
て
い
る
と
い
う
。（
写
真

）

続
い
て
あ
ら
わ
れ
る
の
が
、
八
幡
屋
で
あ
る
。
お
寺
の
過
去
帳
で
は
元
禄
の
記

録
が
で
て
く
る
の
で
、
お
よ
そ
三
百
年
前
の
創
業
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
引
札
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
数
多
く
登
場
す
る
の
で
、
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
活
躍
が

眼
に
浮
か
ぶ
。
な
ん
で
も
屋
か
ら
雑
貨
屋
と
な
り
、
現
在
の
コ
ン
ビ
ニ
隆
盛
前
の

昭
和
四
八
年
頃
に
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
よ
く
似
た
便
利
屋
に
業
態
転
換

し
た
の
で
あ
る
。
戦
前
か
ら
諸
品
引
換
券
と
い
う
商
品
ギ
フ
ト
券
を
発
行
し
て
い

る
。
八
幡
屋
へ
い
け
ば
何
で
も
そ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
枚
方
の
住
民
に
か
わ
い

が
ら
れ
た
と
い
う
。（
写
真

）

さ
ら
に
進
む
と
、
塩
熊
商
店
、
く
ら
わ
ん
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
で
く
わ
す
。
創
業

は
江
戸
中
期
、
享
保
年
間
で
あ
る
の
で
、
お
よ
そ
三
百
年
の
歴
史
で
あ
る
。
当
初

は
塩
を
扱
い
、
塩
屋
と
い
っ
て
い
た
。
江
戸
後
期
よ
り
金
物
・
荒
物
・
瀬
戸
物
を

扱
い
、
小
野
商
店
と
な
っ
た
。（
写
真

）

最
後
は
塩
熊
商
店
と
な
り
、
建
設
事
業
そ
し
て
地
域
の
建
築
工
事
用
品
の
中
核

専
門
商
社
い
わ
ば
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
さ
ら
に
地
元
の
た
め
に
枚
方
信
用

金
庫
の
設
立
に
尽
力
し
た
の
で
あ
る
。
近
年
は
不
動
産
業
を
中
核
に
し
、
地
元
の

た
め
に
江
戸
期
の
旧
邸
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
公
開
し
て
い
る
。

街
道
筋
を
西
見
付
ま
で
い
く
と
、
ワ
イ
ン
ハ
ウ
ス

サ
ノ
ヤ
が
あ
る
。
創
業
は

明
治
二
二

二
三
年
頃
で
、
現
在
四
代
目
で
あ
る
。
当
初
大
阪
の
醤
油
商
の
支
店

と
し
て
醤
油
、
肥
料
、
塩
な
ど
を
売
っ
て
い
た
が
、
独
立
し
酒
を
扱
い
、
今
は
ワ

イ
ン
セ
ラ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
し
て
い
る
。
枚
方
の
新
し
い
食
文
化
の
流
れ
に

の
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
写
真

）

東
手
前
に
あ
る
タ
バ
コ
の
サ
ノ
ヤ
は
分
家
で
あ
り
、
昔
は
燃
料
屋
で
あ
っ
た
の

が
タ
バ
コ
屋
に
転
業
し
て
い
る
。

少
し
中
心
市
街
よ
り
離
れ
た
藤
阪
に
、
一
八
四

年
代
（
天
保
年
間
）
創
業
の

大
黒
屋
が
あ
る
。
当
初
は
永
井
一
族
が
経
営
す
る
旅
館
で
あ
っ
た
が
、
泊
ま
り
客

の
情
報
も
あ
っ
て
、
北
河
内
で
唯
一
の
お
菓
子
屋
を
め
ざ
し
転
業
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
後
、
の
れ
ん
分
け
し
て
唯
一
残
っ
て
い
た
澤
井
家
が
、
永
井
家
に
か

わ
っ
て
本
家
を
承
継
し
て
い
る
。
職
人
の
夢
と
し
て
有
名
な
お
菓
子
を
つ
く
り
た

い
。
し
か
し
経
営
も
あ
る
。
京
都
と
大
阪
の
中
間
・
枚
方
の
人
を
大
事
に
す
る
老

舗
で
あ
り
た
い
と
い
う
。（
写
真

）

こ
れ
ら
の
老
舗
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
規
模
は
大
き
く
な
い
。
枚
方
か
ら
で

て
い
か
な
い
。
職
人
の
こ
だ
わ
り
で
お
店
を
大
切
に
す
る
。
く
ら
わ
ん
か
の
お
も

て
な
し
心
を
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

枚
方
は
素
朴
な
お
も
て
な
し
精
神
が

く
ら
わ
ん
か
文
化

と
し
て
浸
透
し
、

老
舗
と
町
が
共
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

枚
方
の
ま
と
め

く
ら
わ
ん
か
の
お
も
て
な
し
文
化

今
一
度
く
ら
わ
ん
か
舟
を
み
て
み
よ
う
。
江
戸
時
代
初
め
に
は
じ
ま
り
、
中
期

に
は
伏
見
と
大
坂
の
間
に
三
十
石
船
（
推
定
一
七
メ
ー
ト
ル

二
・
五
メ
ー
ト

ル
、
水
夫
四
人
、
客
二
八
人
）
が
上
り
下
り
し
て
い
た
。

そ
こ
に
落
語
や
物
語
で
有
名
な
く
ら
わ
ん
か
舟
（
推
定
四
・
五
メ
ー
ト
ル



写真
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写真 写真
歌い継がれる三十石船唄 平成 年 月 日

東海道宿駅会議 枚方宿大会にて

写真 写真
河内そうめん（提供 谷口明博氏）

写真 写真



一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
二
人
乗
り
）
が
近
寄
っ
て
、
鉤
を
ひ
っ
か
け
て
横
づ
け
し
、

め
し
く
ら
わ
ん
か

酒
の
ま
ん
か

と
独
特
の
口
上
で
売
り
つ
け
た
。
は
じ

め
は
高
槻
側
か
ら
は
じ
ま
っ
た
が
、
年
々
地
の
利
か
ら
枚
方
側
が
威
勢
よ
く
な
っ

て
い
っ
た
。
戦
時
中
の
徳
川
陣
営
へ
の
協
力
と
水
運
整
理
の
役
所
仕
事
の
雑
務
を

こ
な
し
て
い
た
の
で
、
幕
府
か
ら
独
占
営
業
権
を
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

明
治
に
入
り
、
蒸
気
船
、
そ
し
て
鉄
道
開
通
で
消
滅
し
て
い
っ
た
。
今
は

く

ら
わ
ん
か

の
言
葉
を
冠
し
た
名
産
品
が
残
っ
て
い
る
。

く
ら
わ
ん
か

と
は
河
内
弁
で

食
べ
な
い
か

ど
う
で
す
か
、
お
食

べ

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
枚
方
の
豊
か
な
食
文
化
に
恵
ま
れ
た
ゆ
と
り
と
幕
府

か
ら
の
特
権
で
公
務
も
こ
な
し
て
い
る
誇
り
、
そ
し
て
中
継
港
で
小
舟
を
だ
し
や

す
い
地
の
利
と
、
ち
ょ
う
ど
乗
客
が
空
腹
を
覚
え
る
時
の
利
を
お
さ
え
て
商
売
し

や
す
く
す
る
た
め
に
、
逆
に
下
手
に
で
て
い
る
よ
う
に
柄
悪
く
、
し
か
も
自
虐
的

に
い
わ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
上
方
演
芸
の
あ
ほ
文
化
、
大
阪
商
人
の
い
ち
び
り
に
通
じ
る
も
の
が

あ
る
。
心
底
は
ど
こ
か
ら
来
た
客
で
も
快
く
迎
え
、
送
り
だ
し
て
い
く
お
う
よ
う

な
お
も
て
な
し
の
精
神
で
あ
る
。

今
日
で
は
、
く
ら
わ
ん
か
は
、
お
は
よ
う
・
い
ら
っ
し
ゃ
い
・
ま
い
ど
お
お
き

に
と
同
じ
扱
い
の
あ
い
さ
つ
言
葉
と
言
え
る
。
こ
れ
は
東
西
の
情
報
交
流
、
都
会

と
田
舎
の
文
化
融
合
が
、
基
盤
と
な
っ
て
い
る
枚
方
の
お
だ
や
か
な
風
土
と
暖
か

い
市
民
の
心
を
象
徴
し
て
い
る
。

現
在
の
ひ
ら
か
た
は
交
野
、
寝
屋
川
と
の
平
成
の
合
併
構
想
を
白
紙
に
も
ど
し

た
の
を
機
に
、
京
阪
の
中
間
地
点
ゆ
え
の
住
民
の
寝
と
ま
り
意
識
を
さ
ま
さ
せ
、

こ
れ
ま
で
の
衛
星
工
業
都
市

プ
ラ
ス

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
二

世
紀
型
の
都
市
経

営
か
ら
脱
皮
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

七
つ
の
工
業
団
地
（
都
市
力
）、
六
つ
の
大
学
（
都
市
格
）、
そ
し
て
五
つ
の
公

的
病
院
（
都
市
活
）
を
も
つ
教
育
文
化
都
市
と
健
康
医
療
都
市
が
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ

る
。

上
方
芸
能

主
筆
の
木
津
川
計
先
生
が
提
唱

（
二

七
年
九
月
一
日
、

文
化
力
に
よ
る

大
阪
の
活
性
化
に
つ
い
て

）
一
般
財
団
法
人
中
央
電
気
倶
楽
部
の
都
市
の
価
値
判
断
の
見
方
で
あ
る
。
経

済
の
視
点
で
パ
ワ
ー
を
み
る
都
市
力
、
文
化
の
視
点
で
品
格
を
み
る
都
市
格
、
そ

し
て
筆
者
が
追
加
提
唱
す
る
住
民
の
視
点
で
暮
ら
し
を
み
る
都
市
活
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
た
豊
か
で
幸
せ
な
町
を
め
ざ
し
て
い
る
。
心
は

く
ら
わ
ん
か
の
お
も
て

な
し

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
町
づ
く
り
に
、
里
山
に
、
老
舗
が
活
躍
し
て
ほ

し
い
。
全
て
の
老
舗
が
も
っ
と
も
っ
と
主
役
に
お
ど
り
で
て
ほ
し
い
も
の
で
あ

る
。本

稿
は
、

大
阪
春
秋

第

号

平
成

年

月
の
寄
稿
記
事
、
及
び
、
企
業

家
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
年
次
大
会

平
成

年

月

日
の
発
表
原
稿
を
筆
者
が
修
正
加
工

し
た
も
の
で
あ
る
。

参
考
資
料

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
資
料

大
阪
府
下
老
舗
デ
ー
タ
、
二

一
二
年
十
二
月
十
六
日
現

在
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老
舗
学
レ
ポ
ー
ト

大
阪
の
老
舗
と
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
老
舗
学
研
究
会

（
前
川
洋
一
郎
、
末
包
厚
喜
）、
二

一
二
年

ひ
ら
か
た

く
ら
わ
ん
こ
新
聞

号

枚
方
文
化
観
光
協
会

京
街
道

横
井
三
保
著
、
向
陽
書
房
、
二

二
年

大
阪
・
枚
方
の
引
札

藤
本
毅
著
、
東
方
出
版
、
一
九
九

年

地
域
文
化
誌

ま
ん
だ

号

瀬
川
芳
則
著
、
ま
ん
だ
編
集
部
、
二

六
年

枚
方
・
交
野
今
昔
写
真
帖

中
島
三
佳
、
瀬
川
芳
則
監
修
、
二

五
年

旧
枚
方
宿
の
町
家
と
町
並

枚
方
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
九
年

宿
場
町
ひ
ら
か
た

第

号

宿
場
町
枚
方
を
考
え
る
会
、
二

一
二
年

枚
方

角
川
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
二

八
年

大
阪
春
秋

第
二
一
巻
第
一
号
、
大
阪
春
秋
社
、
一
九
九
二
年

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

フ
リ
ー
百
科
事
典

枚
方
市

、
二

一
二
年
十
月
十
五
日

東
海
道
五
七
次
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ

大
坂

大
津
ル
ー
ト

磯
崎
珠
子
著
、
枚
方
文

化
観
光
協
会
、
二

四
年

枚
方
宿
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
定

枚
方
宿
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
二

一
一
年

鋳
物
師
は
ん
べ
え
奮
戦
記

枚
方
文
化
観
光
協
会
、
一
九
九
一
年

大
阪
春
秋

第
四
一
巻
第
一
号
、
新
風
書
房
、
二

一
三
年

取
材
協
力
先

枚
方
市
役
所
地
域
振
興
部

文
化
観
光
課

主
幹

野
村
明
正

同

産
業
振
興
課

課
長
代
理

小
林
弘
人

枚
方
文
化
観
光
協
会

理
事
長

大
西
信
駛

同

枚
方
宿

鍵
屋
資
料
館

萬
野
芳
雄

淀
屋
研
究
会

代
表

毛
利
信
二

枚
方
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

松
村
由
美
子

旧
田
中
家

鋳
物
民
俗
資
料
館

淀
川
資
料
館

近
畿
建
設
協
会

福
田
広
宣

穂
谷
そ
う
め
ん

谷
口
明
博
夫
妻

関
西
外
国
語
大
学

松
岡
久
子
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